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◇第2回SBJシンポジウム 報告◇ 
―代謝工学，メタボロミクス，合成生物学が拓く 

生物工学の新たな潮流―

第2回SBJシンポジウム実行委員会

SBJシンポジウムは，日本生物工学会がカバーする広い科学技術・教育分野について，産官学の連携を深め，さら
にはアジアをはじめとした諸外国の情報や動向について討議することを目的として，昨年，創立100周年に向けて新
たにスタートしたものです．今回，第2回SBJシンポジウムを開催するにあたり，韓国生物工学会（KSBB）と台湾
から研究者を招待するとともに，国際化を意識して英語を使用言語としました．昨年度の第1回シンポジウムは，日
本生物工学会がカバーする研究領域を広く網羅した内容で開催しました．今年度第2回シンポジウムは，生物工学の
重要キーワードである「バイオでのものづくり」を強く意識した内容としました．企画にあたり，「代謝工学」「メタ
ボロミクス」「合成生物学」「次世代植物バイオ」の4研究部会の協力を仰ぎ，魅力的な内容に仕上がったと思います．
英語での開催ということもあり，参加者が減少するのではないかとの危惧もありましたが，それは杞憂に終わり，当
日は外国人参加者35名を含む218名の方に参加していただき，盛況に開催することができました．講演者各位，参加
者の皆様，実行委員を含む関連各位に誌面を借りてお礼申し上げます．今回は，外国人を含む幅広い層からの参加を
期待して参加費を無料といたしました．参加費無料は，本シンポジウム開催趣旨に賛同していただいた民間のサポー
ター企業各位のご支援によって可能となりました．誌面をお借りして謹んで御礼申し上げます．以下に簡単に講演内
容を紹介いたします．

◆Opening remark 日本生物工学会会長（東北大学）五味　勝也
日本生物工学会は2022年に迎える学会創立100周年に向けての新しいプロジェク
トとして昨年，SBJシンポジウムを開催した．当該シンポジウムは生物工学会がカバー
する幅広い分野の科学，技術，教育に関連した産学連携活動を推進するとともに，ア
ジアをはじめとした海外との国際交流に資することを志向する．今年度のシンポジウ
ムは代謝工学，メタボロミクス，合成生物学に焦点をあて，国内6名招待講演者と韓
国KSBBゲスト講演者を含む海外講演者2名の総勢8名による講演を企画した．実行
委員長として国内外からの参加者各位に感謝するとともに，本シンポジウムが未来の
バイオテクノロジー分野の発展に寄与するものであることを確信する．

◆ In silico 
 代謝工学研究部会代表（大阪大学）清水　　浩
これからの代謝工学によるモノづくりを成功させるためには，単なる試行錯誤では

なく in   silico解析と実験科学的アプローチのシナジー効果の最大化が求められる．代
謝フラックス解析（MFA）は問題解決の鍵技術となる．講演者はメタボロミクス解
析アプローチによる代謝物の網羅的 13C標識パターン情報を用いてMFAの解析精度を
飛躍的に上昇させるとともに，応用範囲の拡大を示した．本研究成果は「 」
という解析ソフトウエアに結実した．「 」は無料公開され幅広く使用され
ている．
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◆ 合成生物研究部会代表（九州大学）花井　泰三
微生物を用いてモノづくりを考える上で，標的有用物質の生産性向上のためには，

目的遺伝子の過剰発現ならびに不要遺伝子のノックアウトが志向される．しかしなが
ら，当該アプローチは，生産微生物の増殖安定維持にはマイナスに作用することが多
い．生産微生物の増殖期と生産期の最適コントロールのためには，重要遺伝子のコン
ディショナル・ノックアウトが必要である．講演者は「代謝トグルスイッチ」という
概念を導入しイソプロパノール生産をモデルとして目的解決を試みた．当該アプロー
チは，生産菌の増殖維持と有用物質生産を両立する方法として今後期待される．

◆

 （ ）
光エネルギーを利用して不要バイオマス，タンパク質性廃棄物，二酸化炭素などの

産業無価値物質を高付加価値物質に変換することは，今後さらに発展が期待される技
術である．講演者は遺伝子組換え大腸菌による1-ブタノール生産を例にとり，「合成
生物学」「代謝工学」「ランダム変異アプローチ」のコンビネーションによる解決法の
有用性を示した．加えて最近の台湾におけるバイオ燃料およびバイオモノマー生産の
状況を総括するともに近未来を予測し示唆に富む講演を行った．

◆

 次世代植物バイオ研究部会代表（大阪大学）村中　俊哉
植物は種々のストレスに対抗して生き抜くために多岐にわたる生理活性代謝物を生

産する．植物種特異的な代謝物の化学的多様性は自然淘汰の結果と考えられる．数あ
る代謝物群の中でトリテルペノイド類はもっとも構造的多様性に富むとともに重要な
生物学的意味を有し，医薬品をはじめとする種々のアプリケーションが存在する．講
演者らは重要代謝酵素であるチトクロムP450に着目した技術開発に加えて，遺伝子
改変の鍵技術であるゲノム編集の最新のアプリケーションを紹介した．

◆ （味の素株式会社）野中　　源
システインは製薬，食品，化粧品産業において重要なアミノ酸である．しかしなが

らシステインの発酵生産は困難である．高濃度システインは高い毒性を有するために，
細胞内にはシステイン濃度をコントロールする複雑かつ強固な制御システムが存在す
る．当該システムの理解と制御はシステイン発酵にとってきわめて重要である．さら
に，生産菌が元来有していると言われるシステインの特異的排出システムを解明する
ことも同様に重要である．講演者は，システイン代謝を詳細に検討し，これまできわ
めて困難といわれてきた実用的なシステイン発酵システムの構築に成功した．
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◆ “ ” 前・関西支部長（神戸大学）近藤　昭彦
バイオマスを原料として有用物質や燃料を生産するバイオリファイナリー工業プロ

セスはエネルギー・資源問題解決のために重要である．実用的醗酵プロセスを確立す
るためには最終目的物を高濃度で生産することが肝要である．そのためには，高濃度
の固体リグノセルロースの分解処理，高効率生産のための代謝プロセス最適化，なら
びに，高濃度原料に由来する特定物質による強い醗酵阻害対策が必要とされる．講演
者は最新のミニマムホスト・ベクター，遺伝子制御システム，最適酵素を組み合わせ
て細胞増殖と高濃度目的物生産の両立を目指している．

◆

 （Pohang University of Science and Technology, Korea）
有用物質，バイオ燃料，生理活性物質などの微生物生産のためには，微生物代謝の

パスウェイ最適化が必須である．微生物代謝を自由にデザインするためには，微生物
が元来有するシステムの堅牢性を緩める必要がある．講演者はタンパク質の翻訳レベ
ルでの制御のために，mRNAの二次構造にもとづき翻訳効率を予測し，目的遺伝子
発現の制御に資するシステムを開発した．加えて，代謝分布の制御を志向して開発し
た細胞内代謝物センサー（「 」と命名）を紹介するとともに当該プラット
フォームの有用性を示した．

◆

 メタボロミクス研究部会代表（大阪大学）福﨑英一郎
メタボローム（網羅的代謝物プロファイル）を説明変数として生物の定量的表現型

を予測する戦術であるメタボリックフィンガープリンティングは，メタボロミクスの
最重要アプリケーションの一つである．講演者は，メタボリックフィンガープリンティ
ングを用いてゼブラフィッシュや線虫などのモデル動物初期発生段階の予測，ガンの
早期診断，出芽酵母の寿命関連遺伝子の発見に成功した．加えて，当該技術の食品品
質解析への応用に言及し，本技術の有用性ならびに拡張性を示した．

文責：福﨑英一郎（大阪大学）


